
JP 5705967 B2 2015.4.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極と、
　前記画素電極に連結されたドレイン、データ線に連結されたソース、およびゲート線に
連結されたゲートを有するトランジスタと、
　前記画素電極と前記ゲート線との間に配された遮蔽導体と、を含む画素を有し、
　前記トランジスタは、前記ゲート線からの前記トランジスタを導通状態に切り替えるた
めの活性化電圧信号に応答してデータ信号を前記データ線から前記画素電極に伝送し、
　前記遮蔽導体は、
　　前記ゲート線と前記画素電極との間の寄生容量の代わりに前記ゲート線と前記遮蔽導
体との寄生容量を生じさせることにより、前記ゲート線との間の寄生容量から前記画素電
極を遮蔽し、
　　前記ゲート線により供給された前記活性化電圧信号よりも高い電圧を伝送する、
　ことを特徴とするディスプレイパネル。
【請求項２】
　前記遮蔽導体は、一定の電圧を伝送する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイパネル。
【請求項３】
　前記遮蔽導体は、前記ゲート線により供給された前記活性化電圧信号よりも緩やかに変
化する電圧を伝送する、
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　ことを特徴とする請求項１に記載のディスプレイパネル。
【請求項４】
　表示信号を生成するプロセッサと、
　ディスプレイと、を有し、
　前記ディスプレイは、
　　前記表示信号に基づいて、前記ディスプレイの画素を活性化させるための画素活性化
電圧信号と、画素データ信号とを生成し、
　　前記画素活性化電圧信号を第１群の信号導線を介して前記ディスプレイの前記画素に
供給し、前記画素データ信号を第２群の信号導線を介して前記ディスプレイの前記画素に
供給し、
　前記ディスプレイの前記画素は、前記画素の画素電極と前記第１群の信号導線との間に
配された、前記第１群の信号導線と同数の遮蔽導体を有しており、
　前記遮蔽導体は、
　　前記画素活性化電圧信号または前記画素データ信号が前記画素に供給されたときに、
前記第１群の信号導線と前記画素電極との間の寄生容量に起因する前記画素電極の電位変
動から前記画素電極を遮蔽し、
　　前記画素活性化電圧信号よりも高い電圧を伝送する、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項５】
　前記遮蔽導体は、前記第１群の信号導線に対して平行である、
　ことを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記遮蔽導体は、前記第１群の信号導線と前記画素電極との間で等距離に位置している
、
　ことを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　画素データ信号を保持する複数の画素電極と、
　前記画素データ信号を伝送する複数のデータ信号伝送手段と、
　前記複数の画素電極に対応して結合された複数のトランジスタと、
　複数のゲート線と、
　前記複数のゲート線の互いに異なる１つにそれぞれに対応する複数の遮蔽線と、を有し
、
　前記複数のトランジスタは、前記複数のトランジスタを導通状態に切り替えるための画
素活性化電圧信号がゲートに供給されたときに、前記複数のデータ信号伝送手段からの前
記画素データ信号を前記複数の画素電極に伝達し、
　前記複数のゲート線は、前記複数のトランジスタの前記ゲートに前記画素活性化電圧信
号を供給し、
　前記複数の遮蔽線は、
　　前記複数の画素電極の小集団と前記ゲート線との間に配されており、
　　前記複数のゲート線からの寄生容量から前記複数の画素電極を遮蔽し、
　　前記画素データ信号の平均電圧値と等しい電圧を伝送する、
　ことを特徴とするディスプレイパネル。
【請求項８】
　前記複数の遮蔽線は、前記複数のゲート線からの寄生容量から前記複数の画素電極の前
記小集団の１つを遮蔽する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のディスプレイパネル。
【請求項９】
　前記複数の遮蔽線は、一定の電圧を伝送する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のディスプレイパネル。
【請求項１０】
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　前記複数の遮蔽線は、前記複数のゲート線によって伝送された第２電圧よりも変化の頻
度が低い電圧を伝送する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のディスプレイパネル。
【請求項１１】
　複数の画素に、前記複数の画素を活性化するための活性化電圧信号を、前記複数の画素
のそれぞれに対応するゲート線を介して提供する工程と、
　前記複数の画素に、前記複数の画素を非活性化するための非活性化電圧信号を、前記ゲ
ート線を介して提供する工程と、
　前記活性化電圧信号および前記非活性化電圧信号が供給されたときに、前記ゲート線と
前記画素電極との間に前記ゲート線に対応して配された遮蔽導体を用いて、前記ゲート線
と前記複数の画素の前記画素電極との間に寄生容量の代わりに、前記ゲート線と前記遮蔽
導体との間に寄生容量を生じさせて、前記複数の画素の画素電極を、前記画素電極と前記
ゲート線との間の寄生容量から遮蔽する工程と、
　低周波電圧を前記遮蔽導体に提供する工程と、を含み、
　前記低周波電圧は、前記遮蔽導体と前記複数の画素の前記画素電極との間において画素
電極の動作を著しく変動させる寄生容量を防ぐための十分に低い周波数を有する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記複数の画素の前記画素電極は、前記遮蔽導体によって遮蔽されており、
　前記遮蔽導体は、前記ゲート線と平行である、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　一定の電圧を前記遮蔽導体に供給する工程を含む、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記活性化電圧信号より小さく、前記非活性化電圧信号より大きい電圧を、前記遮蔽導
体に供給する工程を含む、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイのためのゲート遮蔽に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本開示は、一般に、電気的ディスプレイに関連し、より具体的には、電気的ディスプレ
イにおける寄生容量を低減させる技術に関する。
【０００３】
　この節では、本開示の多様な面に関連しうる分野の多様な面を読み手に紹介し、そして
以下に詳述され、および／または、請求項に記載される。この詳解は、本開示の多様な面
をより良く理解することを促進する背景情報を読み手に提供する点で助けになろう。した
がって、先行技術と認めるものではなく、この観点からこれらの言及が読まれるべきこと
が理解されよう。
【０００４】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のようなフラットパネルディスプレイは、テレビ、コンピ
ュータおよび携帯用デバイス（形態電話、オーディオおよびビデオプレイヤー、ゲームシ
ステム等）のような家庭用電化製品等を含む多様な電気的デバイスの下で広く用いられる
。このようなディスプレイパネルは、典型的には、多様な電気的な物品の使用に適切な、
比較的薄いパッケージのフラットディスプレイを提供する。さらに、典型的に、このよう
なデバイスは、比較可能なディスプレイ技術よりも低消費電力であり、電池式のデバイス
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の使用において、または、電力消費の最小化が要求されるその他の状況において、有利で
ある。
【０００５】
　ＬＣＤデバイスは、典型的には、ユーザによって認識されうる画像を表示するために行
列状に配された複数の画像素子（画素）を有する。ＬＣＤデバイスの各画素は、画素電極
と共通電極との間の電位差によって生じた電界が、各画素の液晶部材に印加され、光が通
過するように変化することを可能にしうる。薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）は、そのゲート
に活性化電圧が印加され、そのソースにデータ信号電圧が印加されたときに、画素電極に
おける電位差を転送しうる。しかしながら、画素電極と、ゲート活性化電圧を供給するゲ
ート線との間の寄生容量は、視覚的アーチファクトを生じさせ、別の面ではディスプレイ
の精密度を低下させ、ＬＣＤデバイスの動作を阻害しうる。これらの問題は、ＬＣＤの高
解像度化で高密度になるに伴い、より顕著になりうる。
【発明の概要】
【０００６】
　ここで開示される所定の実施形態の要約は、次に掲げられる。これらの面は、これらの
所定の実施形態の要約を読み手に提供すること、これらの面は、本開示の目的を限定する
ものではないことは理解されるべきである。実際に、この開示は、次に掲げられえない多
様な面について包含しうる。
【０００７】
　本開示の実施形態は、液晶ディスプレイにおける寄生容量を回避するためのシステムお
よび方法に関する。例えば、１つの実施形態にしたがうディスプレイパネルは、例えば、
画素電極を有する画素と、ゲート線に連結したトランジスタとを含みうる。さらに、画素
は、画素電極とゲート線との間に配された遮蔽導体を含みうる。遮蔽導体は、ゲート線と
画素電極との間に代わってゲート線と遮蔽導体との間に寄生容量を形成するようにするこ
とにより、ゲート線との寄生容量から画素電極を遮蔽する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　以下の詳細な説明および図面を参照することにより、本開示の多様な面が理解できよう
。
【図１】実施形態にかかる電子デバイスの構成を説明するブロック図。
【図２】実施形態にかかる携帯用電子デバイスの前面図。
【図３】実施形態にかかるノートブックコンピュータの斜視図。
【図４】実施形態にかかる図１のデバイスのディスプレイの単位画素の構成を描いた回路
図。
【図５】実施形態にかかる図１のデバイスのディスプレイのゲート遮蔽された単位画素の
回路図。
【図６】図１のデバイスのディスプレイに視覚的なアーチファクトを低減した画像を表示
する方法の実施形態を説明するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　１以上の具体的な実施形態が以下に説明されよう。これらの実施形態の簡潔な説明を提
供するため、実際の実施の特徴の全てが本明細書に記載されるわけではない。エンジニア
リングまたはデザインのプロジェクトにおけるように、何らかの実際の実施の発展におい
て、例えば、一の実施から他の実施に変化させる、システム関連およびビジネス関連の制
限の順守のような、多数の実装時固有の決定が、開発者の特別な目標を達成するために為
されるべきことが理解される。さらに、このような開発努力は、複雑で時間のかかるもの
であろうが、それにもかかわらず、本開示の利益を有する通常のスキルを有する者のため
の、デザイン、製作および製造の所定の事業であることが理解される。
【００１０】
　本実施形態は、ディスプレイパネルの中の電気的構成要素の間における寄生容量を回避
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するための技術に関連する。特に、ＬＣＤディスプレイは、画素のトランジスタのゲート
に活性化電圧を、ゲート線を介して、提供することによって、画素の行を活性化し、また
、画素のトランジスタのゲートに非活性化電圧（例えば、接地）を、ゲート線を介して、
提供することによって、画素の行を非活性化しうる。画素の行が非常に高速に活性化およ
び非活性化されうるにつれて、ディスプレイパネルの中におけるゲート線と他の構成要素
との間の寄生容量は、より支配的かつ敏感に（例えば、より１次的に）なりうる。ゲート
線と、ディスプレイの画像信号を保持する構成要素（例えば、画素電極）との間の寄生容
量を抑制するために、遮蔽導体は、ゲート線と、このような構成要素との間に、ゲート線
に対して補完的に配されうる。したがって、寄生容量は、主として、ゲート線と、ディプ
レイの画像信号を保持する構成要素の代わりに遮蔽導体との間に生じうる。
【００１１】
　これらを踏まえて、図１は、ゲート遮蔽がされた画素のディスプレイ１８を用いた電気
的デバイス１０のブロック図を示している。電気的デバイス１０は、プロセッサ１２や、
メモリ１４、不揮発性ストレージ１６、ディスプレイ１８、入力構造２０、入力／出力（
ＩＯ）インターフェース２２、ネットワークインターフェース２４、および／または電源
２６等を含みうる。別の実施形態においては、電気的デバイス１０は、もっと多い又はも
っと少ない構成要素を含みうる。
【００１２】
　一般に、プロセッサ１２は、電気的テバイス１０の動作を管理しうる。いくつかの実施
形態においては、不揮発性ストレージ１６からメモリ１４にロードされた指示にもとづい
て、プロセッサ１２は、ディスプレイ１８を介して入力されたユーザのタッチジェスチャ
ーに応答しうる。これらの指示に加えて、不揮発性ストレージ１６は、さまざまなデータ
をも保持しうる。例として、不揮発性ストレージ１６は、ハードディスクドライブおよび
／またはフラッシュメモリのような半導体ストレージを含みうる。
【００１３】
　ディスプレイ１８は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のような、フラットパネルディスプ
レイでありうる。以下により詳細に記載されるように、ディスプレイ１８における所定の
画像データを保持する構成要素（例えば、画素電極）は、ディスプレイ１８の所定の他の
構成要素（例えば、ゲート線）の間における寄生容量を抑制するために、遮蔽されうる。
その結果、ディスプレイ１８における画像データを保持する構成要素は、視覚的なアーチ
ファクトまたは低減された精密度による劣化が低減されうる。
【００１４】
　また、ディスプレイ１８は、入力構造２０の一つを示しうる。他の入力構造２０は、は
、例えば、キー、ボタン、および／またはスイッチを含みうる。電気的デバイス１０のＩ
Ｏポート２２は、電気的デバイス１０が、他の電気的デバイス１０および／または、外部
キーボードまたはマウスに例示されるさまざまな周辺デバイスにデータを転送し、これら
からデータを受け取ることを可能にしうる。ネットワークインターフェース２４は、パー
ソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）の統合（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）の統合（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）、および／ま
たは、広域ネットワーク（ＷＡＮ）の統合（例えば、３Ｇ）を可能にしうる。電気的デバ
イス１０の電源２６は、再充電が可能なリチウムポリマー電池、および／または、交流電
流の（ＡＣ）電力変換装置のような、いかなる電源でもよい。
【００１５】
　図２は、携帯用デバイス３０、ここでは、携帯電話の形態の電気的デバイス１０を示し
ている。携帯用デバイス３０が携帯電話の背景において与えられるが、他の型の携帯用デ
バイス（メディアプレイヤーおよび／もしくはビデオ、個人情報オーガナイザ、携帯用ゲ
ームプラットフォーム、ならびに／または、これらのデバイスの組み合わせ等）も電気的
デバイス１０として適切に与えられうる点は、留意すべきである。さらに、携帯用デバイ
ス３０は、メディアプレイヤー、携帯電話、ゲームプラットフォーム、個人情報オーガナ
イザなど、１以上のタイプのデバイスの機能を含みうる。
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【００１６】
　例えば、描かれている実施形態においては、携帯用デバイス３０は、多様な追加的な機
能性（写真を撮影し、オーディオおよび／またはビデオを記録し、音楽を聴き、ゲームを
プレイする等のための機能）を与えうる携帯電話の形態である。図１の一般的な電気的デ
バイスについて論じられたように、携帯用デバイス３０は、ユーザが、インターネット、
またはローカルエリアネットワークもしくは広域ネットワークのような他のネットワーク
に接続する、およびこれらを通じて通信することを可能にする。携帯用デバイス３０は、
また、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈや近距離無線通信（ＮＦＣ）のような短距離用の接続を用いて
、他のデバイスと通信することもできる。携帯用デバイス３０は、例として、カリフォル
ニアのクパチーノのアップル社から市販されているｉＰｏｄＲまたはｉＰｈｏｎｅＲのモ
デルである。
【００１７】
　携帯用デバイス３０は、内部の構成要素を物理的ダメージから保護し、これらを電磁妨
害から遮蔽する筐体３２またはボディを含みうる。筐体３２は、プラスチック、金属また
は合成材料のような何らかの適切な部材から構成され、電磁放射を、無線通信を可能にす
るための携帯用デバイス３０の中の無線通信用の電気回路に通過させうる。筐体３２は、
ユーザがデバイスとインターフェースをとるユーザ入力構造２０をさらに含みうる。各ユ
ーザ入力機構２０は、作動時において、デバイス機能の制御を補助しうる。例えば、携帯
電話の実装においては、１以上の入力機構２０は、「ホーム」スクリーンまたはメニュー
が表示されるように起動し、スリープモードおよび起動モードの間を切り替え、携帯電話
のアプリケーションのリンガーを静かにし、出力音量を大きくもしくは小さくする等がで
きる。
【００１８】
　ディスプレイ１８は、ユーザが携帯用デバイス３０とインターフェースをとることを可
能にするグラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を表示しうる。ＧＵＩのアイコ
ンは、ディスプレイ１８に含まれるタッチスクリーンを介して選択され、または、ホイー
ルやボタンのような１以上の入力機構２０によって選択されうる。携帯用デバイス３０は
、携帯用デバイス３０の外部デバイスとの接続を可能にする多様なＩＯポート２２を含み
うる。例えば、１つのＩＯポート２２は、携帯用デバイス３０と、コンピュータのような
他の電気的デバイスとの間で、データまたはコマンドの転送および授受を可能にするポー
トでありうる。このようなＩＯポート２２は、アップル社製の専有ポートでありうるし、
オープンスタンダードなＩＯポートでありうる。他のＩＯポート２２は、ヘッドセット３
４が携帯用デバイス３０と接続することを可能にするヘッドフォンジャックを含みうる。
【００１９】
　図２の携帯用デバイス３０に加え、電気的デバイス１０もコンピュータまたは他の電気
的デバイスの形態でありうる。このようなコンピュータは、一般に持ち運びが可能なコン
ピュータ（ラップトップ、ノートブック、および／もしくは、タブレットコンピュータ）
、ならびに／または、一般に１つの場所で使用されるコンピュータ（従来型デスクトップ
コンピュータ、ワークステーション、および／もしくは、サーバー）を含みうる。所定の
実施形態においては、コンピュータの形態の電気的デバイス１０は、アップル社製のＭａ
ｃＢｏｏｋＲ、ＭａｃＢｏｏｋＲ　Ｐｒｏ、ＭａｃＢｏｏｋ　ＡｉｒＲ、ｉＭａｃＲ、Ｍ
ａｃＲ　ｍｉｎｉ、または、ＭａｃＰｒｏＲでありうる。他の実施形態においては、電気
的デバイス１０は、アップル社製のｉＰａｄＲのようなタブレットコンピューティングデ
バイスでありうる。例として、ラップトップコンピュータ３６が図３に描かれており、本
開示の１つの実施形態にしたがって、電気的デバイス１０の実施形態を表している。コン
ピュータ３６は、筐体３８、ディスプレイ１８、入力構造２０、ＩＯポート２２等を含む
。
【００２０】
　１つの実施形態において、入力構造２２（キーボード、および／またはタッチパッド等
）は、コンピュータ上で動作するＧＵＩまたはアプリケーションを起動し、制御し、また
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は処理するようなコンピュータ３６との相互作用を可能にしうる。例えば、キーボード、
および／または、タッチパッドは、ユーザが、ディスプレイ１８に表示されたユーザイン
ターフェースまたはアプリケーションインターフェースをナビゲートすることを可能にし
うる。描かれているように、コンピュータ３６は、付加的なデバイスとの接続を可能にす
る多様なＩＯポート２２を、さらに含みうる。例えば、コンピュータ３６は、プロジェク
タ、予備ディスプレイ、その他の電気的デバイスと接続するのに適切なＵＳＢポートまた
は他のポート等、１以上のＩＯポート２２を含みうる。加えて、コンピュータ３６は、図
１について示されたように、ネットワーク接続、メモリ、および、保存能力を含みうる。
【００２１】
　以上において簡単に述べたように、図１ないし３の実施形態に示されたディスプレイ１
８は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）でありうる。図４は、１つの実施形態にしたがって、
ディスプレイ１８のような回路図を示している。示されているように、ディスプレイ１８
は、画素のアレイないし行列の中に配された単位画素４２を有するＬＣＤディスプレイパ
ネル４０を含みうる。このようなアレイにおいて、各単位画素４２は、それぞれ、行と列
との交点によって定義され、ここでは、描かれたゲート線４４（「走査線」とも称される
）と、ソース線４６（「データ線」とも称される）とによって示されうる。参照符号４２
ａないし４２ｆによって個別に参照されている６つの単位画素だけが、簡易化のために示
されているが、実際の実施においては、各ソース線４６およびゲート線４４は、数百や数
千のこのような単位画素４２を含みうることが理解されよう。
【００２２】
　本実施形態に示されているように、各単位画素４２は、各画素電極５０に格納されたデ
ータ信号を切り替えるための薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）４８を含む。示されている実施
形態において、各ＴＦＴ４８のソース５２はソース線４６に電気的に接続され、各ＴＦＴ
４８のゲート５４はゲート線４４に電気的に接続されうる。各ＴＦＴ４８のドレイン５６
は各画素電極５０に電気的に接続されうる。各ＴＦＴ４８は、ＴＦＴ４８のゲート５４に
おけるスキャン信号の有無のそれぞれに基づいて、所定の期間に、活性化および非活性化
（例えば、ＯＮおよびＯＦＦ）するスイッチング要素として動作する。
【００２３】
　活性化されたときは、ＴＦＴ４８は、対応する画素電極５０上の電荷として、各ソース
線４６を介して受け取った画像信号を格納しうる。画素電極５０に格納された画像信号は
、各画素電極５０と共通の電極（図５において不図示）との間に電界を生成するために用
いられうる。各画素電極５０と共通の電極との間の電界は、単位画素４２上の液晶層の両
極性を変化させうる。電界は、光の転送を変調させるために、液晶層における液晶分子を
整列させうる。電界が変化するにしたがって、光の量が増加または減少しうる。一般に、
光は、（例えば、対応するソース線４６から）印加された電圧に応じた強度で単位画素４
２を通過しうる。
【００２４】
　ディスプレイ１８は、ソース駆動集積回路（ＩＣ）５８をさらに含み得、ソース駆動Ｉ
Ｃ５８は、プロセッサ１２からの画像データ６０を受け取り、対応する画像信号をパネル
４０の単位画素４２に転送することにより、ディスプレイパネル４０を制御するプロセッ
サまたはＡＳＩＣのようなチップを含みうる。ソース駆動ＩＣ５８は、さらに、ゲート線
４４を介して、単位画素４２の行を活性化または非活性化しうるゲート駆動ＩＣ６２と対
になりうる。このようにして、ソース駆動ＩＣ５８は、画素４２の行の個々の活性化／非
活性化を促進させるため、ここでは参照符号６４で示されているタイミング情報を、ゲー
ト駆動ＩＣ６２に伝送しうる。他の実施形態においては、タイミング情報は、いくつかの
他の方法によってゲート駆動ＩＣ６２に提供されうる。
【００２５】
　動作中においては、ソース駆動ＩＣ５８は、プロセッサ１２または他のディスプレイコ
ントローラから画像データ６０を受け取り、受け取ったデータに基づいて、画素４２を制
御するための信号を出力する。例えば、画像データ６０を表示するために、ソース駆動Ｉ
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Ｃ５８は、１つの行の画素電極５０の電圧を、一度に調整しうる。画素４２の各行にアク
セスするために、ゲート駆動ＩＣ６２は、画素４２の当該行に関連するＴＦＴ４８に活性
化信号（例えば、活性化電圧）を伝送し、そのアドレス指定された行のＴＦＴ４８を導通
状態にしうる。ソース駆動ＩＣ５８は、そのアドレス指定された行の単位画素４２に所定
の画像信号を、各ソース線８６を介して、転送しうる。その後、ゲート駆動ＩＣ６２は、
非活性化信号（例えば、接地電位のように、活性化電圧より低い電圧）を供給することに
より、そのアドレス指定された行のＴＦＴ４８を非活性化させ得、それによって、その行
における画素４２が次にアドレス指定されるまで、状態の変化を妨げる。上述の工程は、
ディスプレイ１８において見える画像としての画像データ６０を再生するため、パネル４
０における画素４２の各行について、繰り返されうる。画素４２の行を活性化するために
活性化信号がゲート線４４と交差して伝送されたとき、または、当該画素の行を非活性化
するために活性化信号が絶たれたときは、電圧の高速な変化は、当該行における画素４２
のゲート線４４と画素電極５０との間の寄生容量を、より支配的かつ敏感に（例えば、よ
り１次的に）させえた。そこで、ディスプレイパネル４０は、このような寄生容量を低減
するために、所定の遮蔽手段を含みうる。
【００２６】
　図５は、画素４２の構成要素の回路図を、より詳細に示している。示されているように
、ＴＦＴ４８は、ソース線４６（Ｄｘ）とゲート線４４（Ｇｙ）とが対になっている。画
素電極５０と共通電極６８とは、液晶キャパシタ７０を形成しうる。共通電極６８は、共
通電圧ＶＣＯＭを供給する共通電圧線７２と対になっている。ＶＣＯＭ線７２は、ゲート
線４４と実質的に並列に形成され、または、他の実施形態においては、ソース線４６と実
質的に並列に形成されうる。
【００２７】
　本実施形態において、画素４２はストレージキャパシタ７４をさらに含み、ストレージ
キャパシタ７４は、ＴＦＴ４８のドレイン５６と対になっている第１電極と、ストレージ
電圧ＶＳＴを供給するストレージ電極線と対になっている第２電極とを有する。他の実施
形態においては、ストレージキャパシタ７４の第２電極は、代わりに、その前のゲート線
４４（例えば、Ｇｙ－１）または接地と対になりうる。ストレージキャパシタ７４は、保
持期間の間（例えば、ゲート線４４（Ｇｙ）が次にゲート駆動ＩＣ６２によって活性化さ
れるまで）は、画素電極電圧を維持しうる。
【００２８】
　ゲート線４４（Ｇｙ）は、一般にゲート線４４（Ｇｙ）と画素電極５０との間に配され
うる、同一または類似の導電部材の補完的なゲート遮蔽線７６（ＧＳＨＩＥＬＤ＿ｙ）を
有しうる。支配的な寄生容量は、ゲート線４４（Ｇｙ）と画素電極５０との間よりも、ゲ
ート線４４（Ｇｙ）とゲート遮蔽線７６（ＧＳＨＩＥＬＤ＿ｙ）との間の寄生容量７８で
ありうる。よって、ゲート線４４（Ｇｙ）の電圧が高速に変化するときは（例えば、単位
画素４２の活性化または非活性化の間）、電圧は、ゲート線４４（Ｇｙ）と画素電極５０
との間の寄生容量による影響は、大きく低減されうる。いくつかの実施形態においては、
ゲート遮蔽線７６は、画素電極５０のゲート線４４との寄生容量を大きく低減させうる。
【００２９】
　寄生容量の低減に貢献するようにディスプレイパネル４０を動作させる方法の実施形態
の１つが、図６のフローチャート９０に示される。一般に、ゲート線４４が可変電圧を供
給されている間は（例えば、時刻におけるいずれの時点においても活性化電圧または非活
性化電圧でもない）、対応するゲート遮蔽線７６は、一定の電圧が供給されうる（ブロッ
ク９２）。特に、所定の実施形態においては、このようなゲート遮蔽線７６は、活性化電
圧より低い、活性化電圧より高い、活性化電圧と等しい、または、ディスプレイパネル１
８に現に供給されたデータ信号もしくはディスプレイパネルの画素の現にアドレス指定さ
れた行のデータ信号の平均値と等しい、といった一定の電圧が供給されうる。いくつかの
実施形態においては、このようなゲート遮蔽線７６は、接地電位に固定されうる。
【００３０】
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　その後、ゲート駆動ＩＣ６０は、画素４２の行を活性化および非活性化しうる（ブロッ
ク９４）。ゲート線４４と、対応するゲート遮蔽線７６との間の所定の寄生容量（例えば
、寄生容量７８）が生じうるため、画素４２の画素電極５０とゲート線４４との間の寄生
容量は、大きく低減されうる。よって、画素４２の行が活性化および非活性化されるとき
は、画素電極５０とゲート線４４との間の寄生容量により、画素電極５０の電圧の変動は
避けられよう。
【００３１】
　他の実施形態においては、ゲート遮蔽線７６は、接地電位と他の電圧との間で変化する
電圧（例えば、いくつかの実施形態では、活性化電圧よりも低い電圧）が、活性化電圧の
ＯＮまたはＯＦＦが切り替えられる周波数よりも低い周波数で供給されうる。このような
実施形態では、ゲート遮蔽線７６と画素電極５０との間のどのような寄生容量にも関わら
ず、画素電極５０が影響を受けないように、ゲート遮蔽線７６上で変化する電圧の周波数
は十分に低い。つまり、ゲート遮蔽線７６の変化する電圧は、ゲート遮蔽線７６と画素電
極５０との間のこのような寄生容量により、画素電極５０の性能を、認識できる程度には
変化させない（例えば、画素電極５０の精密度は実質的には裸眼で検知できない）。一般
に、このような実施形態については、対応するゲート線４４が画素４２の行を活性化しな
いときは、電力消費を低減するために、ゲート遮蔽線７６は接地電位に固定されうる。そ
の後、ゲート遮蔽線７６は、接地電位に徐々に減少して戻る前に、ゲート線４４が画素４
２の当該行を活性化および非活性化する点まで、期待している電圧（例えば、活性化電圧
より小さい電圧）に達するように電圧が徐々に上昇しうる。
【００３２】
　以上に示された詳述の実施形態は例として示され、また、これらの実施形態は、多様な
変更および代替形態の影響を受けやすいことが理解されるべきである。さらに、請求項は
、開示された特定の形態に限られる意図ではないし、本開示の精神と範囲に含まれる全て
の変更、均等および代替のものを包含するものであることが理解されるべきである。
【図１】 【図２】
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摘要(译)

提供了用于防止液晶显示器内的寄生电容的系统和方法。根据实施例的
显示面板可以包括例如具有像素电极的像素和耦合到栅极线的晶体管。
另外，像素可以包括插入在像素电极和栅极线之间的屏蔽导体。屏蔽导
体可以通过在栅极线和屏蔽导体之间而不是在栅极线和像素电极之间形
成寄生电容来屏蔽像素电极与栅极线的寄生电容。
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